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、
 

まかわら 
世帯数 13,647 

（昭和50年 4月1日現在）住民基本台帳から 

男 24,996人
女 26,768人 

市の 人 口 

51,764人 

朝モヤついて ゴミ掃除金山子供会 この日は、朝4時すぎから育成会のお母さんたち25人ほど

育成会（渋谷とし会長）では、さる 4月22日の朝、冬の間に が参加、堤防一面に散らばつていた紙クズや空カン類を集め 

汚れた姥ため池の周りを清掃しました。 	 たり焼いてきれいに掃いていました。 

伝
j
弟
“
至

男
」
 

四
月
二
十

日
（
日
）
晴

午
前
三
時
半

息
子
が
東
京

か
ら
車
で
帰

っ
て
く
る
。
 

宮
城
県
以
南

の
東
北
縦
貫
 

自
動
車
道
が
全
面
共
用
開
始
さ

れ
て
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
約
十

八
時
間
ほ
ど
か
か
っ
て
い
た
の

が
、
い
ま
で
は
十
三
時
間
ほ
ど

で
来
れ
る
と
の
こ
と
。
 

午
前
九
時
。
作
業
服
に
身
を

包
み
、
下
平
井
町
町
内
会
の
ゴ

ミ
、
泥
一
掃
運
動
に
顔
を
出
す
。
 

宮
本
滑
蔵
会
長
以
下
約
二
百
五

十
名
に
お
よ
ぶ
大
動
員
で
、
と

く
に
奥
さ
ん
方
な
ど
ご
婦
人
の

出
席
が
多
い
。
道
路
の
L
型
側

講
の
泥
、
ゴ
ミ
か
ら
、
下
水
路
、
 

堰
の
泥
さ
ら
い
と
町
内
を
あ
げ
 

て
の
ゴ
ミ
、
泥
一
大
掃
と
う
作

戦
の
展
開
で
あ
る
。
 

一
班
は
十
川
橋
か
ら
、
二
班

は
踏
切
り
か
ら
の
狭
み
打
ち
、
 

も
う
一
班
は
三
叉
路
か
ら
中
平

井
町
に
か
け
て
の
三
班
編
成
で
、
 

ま
と
め
ら
れ
た
ゴ
ミ
や
泥
は
町

内
会
が
準
備
し
た
百
五
十
袋
の

麻
袋
に
詰
め
ら
れ
、
市
か
ら
出

動
し
て
い
る
三
台
の
ロ
ー
ド
パ

ッ
カ
ー
が
つ
ぎ
つ
ぎ
運
び
出
し

て
ゆ
く
。
泥
さ
ら
い
を
し
た
堰

や
下
水
路
は
消
防
署
の
タ
ン
ク
 
 車

で
洗
い
流
し
、
そ
の
あ
と
を

噴
霧
器
を
背
負
っ
た
方
々
が
B
 

v
s
消
毒
乳
剤
を
散
布
す
る
と

い
う
手
際
の
よ
い
作
業
ぶ
り
で

あ
る
。
生
活
環
境
課
の
新
任
の

三
上
課
長
、
小
田
桐
補
佐
、
小

野
係
長
ら
も
町
内
の
方
々
の
熱

心
さ
に
刺
激
さ
れ
初
仕
事
と
ば

か
り
大
い
に
張
切
っ
て
い
る
。
 

宮
本
会
長
の
案
内
で
町
内
を

一
巡
し
た
あ
と
十
時
四
十
分
飯

詰
の
勤
労
青
少
年
体
育
七
ン
タ
 

ー
へ
顔
を
出
す
。
こ
こ
で
は
青

年
ク
ラ
プ
の
方
々
が
藤
森
健
悦

会
長
以
下
約
三
十
名
が
出
て
記

念
植
樹
に
精
を
出
し
て
い
た
。
 

ソ
メ
イ
ョ
シ
ノ
、
八
重
桜
あ
わ

せ
て
五
十
本
を
市
に
寄
贈
し
、
 

植
樹
奉
仕
を
買
っ
て
出
た
も
の

で
あ
る
。
穴
を
堀
り
、
土
を
入

れ
替
え
、
水
を
た
っ
ぷ
り
入
れ

て
の
本
格
的
植
樹
で
、
数
年
な

ら
ず
し
て
み
ご
と
な
花
を
見
せ

て
く
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
 

市
内
の
働
く
青
年
た
ち
の
集

ま
り
で
あ
る
青
年
ク
ラ
プ
が
、
 

津
軽
富
士
を
真
正
面
に
眺
め
ら

れ
、
市
内
唯

一
の
第
三
種
公
認

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
つ
勤
労
青
少

年
の
た
め
の
ス
ポ

ー
ツ
セ
ン
タ
 

ー
に
植
え
る
の
だ
か
ら
ま
こ
と

に
意
義
深
い
記
念
樹
と
い
う
こ

と
が
で
き
る
。
午
後
は
牧
水
公

園
の
ハyな
う
た
ん
池
の
泥
あ
げ

奉
仕
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
 

「事丁戸1日 



室
を
課
に
昇
格
、
 「土
地
改
良

課
」
で
は
、
土
地
改
良
、
広
域

農
道
整
備
事
業
、
農
免
、

一
般

農
道
整
備
事
業
な
ど
を
担
当
し
 

の
で
、
そ
の
主

な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。
 

農
林
課
に
あ

っ
た
土
地
改
良
 

市
で
は
、
行
政
需
要
の
増
大

②
 

と
、
人
事
、
労
務
管
理
の
徹
底

を
は
か
る
た
め
四
月
一
日
付
け

で
機
構
改
革
を
実
施
し
ま
し
た
 

広
報
、
公
聴
に
人
事
、
行
政
が

加
わ
り
ま
す
。
 

財
政
課
を
、
 
「財
政
用
度
課
 

」
 
に改
め
、
予
算
、
管
財
と
は
 

ま
す
。
人
事
、
行
政
担
当
の
行

政
課
を
廃
し
、
情
報
課
に
吸
収
 

「情
報
課
」
 
では
、
こ
れ
ま
で

の
秘
書
、
企
画
、
庶
務
全
搬
、
 

別
に
新
た
に
用
度
係
を
新
設
、
 

業
者
の
登
録
制
、
物
品
調
達
の

集
中
管
理
を
は
か
り
ま
す
。
 

税
務
課
を
「
収
納
課
」
と
「
 

税
務
課
」
 
に
分

離
、
市
税
等
の

収
納
、
納
税
貯

蓄
組
合
、
納
税

証
明
な
ど
の
業
 

務
は
緊
一
課
で
取
り
扱
い
ま
す
。
 

税
務
課
で
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お

り
市
税
の
賦
課
、
営
業
、
所
得

資
産
な
ど
の
証
明
関
係
業
務
を

扱
い
ま
す
。
 

公園を清掃するみどりの奉仕員 

市農業委員会は、 

の、 「日雇賃金」 

農業機械の賃借料」 

したのでお知らせし 

このほど五十年度

と耕転機など、「 

の標準額を定めま

ます。 
・」 ’ 

田植え2,600円 

纏標準額決まる 

r
 

 

 

」毎月 1 日、巧日発行〕 

麟麟~ 〉お
と
し
よ
り
に
生
き
が
い

を
一
。
市
が
、

一
昨
年
か
ら
始

め
て
い
る
「
み
ど
り
の
奉
仕
員
 

」
が
、
こ
と
し

も
さ
る
四
月
＋

一
日
か
ら
奉
仕

活
動
に
入
り
ま

し
た
。
 

こ
の
日
は
、
 

新
町
の
岩
谷
春

吉
さ
ん

ら
七
五
 

）
ら
五
人
の
奉

仕
員
に
市
商
工

観
光
課
職
員
も

加
わ
り
、
冬
の

間
汚
れ
た
柳
町

の
児
童
公
園
と

牧
水
公
園
を
掃

き
、
樹
木
の
枝

を
切
っ
た
り
、
 

支
柱
を
立
て
替

え
手
入
れ
し
て

い
ま
し
た
。
 

、フ農業日雇賃金 

田畑別 霞二7~～ー~ここI1 
50年 度 標 準・額 

男 女 

水
 

田
 

田 	 植 I 日 当 り 賄な し 2,600円 2.600円 
除． 	 草 . 2.400 2..400 
稲 	 刈 り 2. 	600 2. 	500 
同 	上 	島 	刈 I 	島 	10 	杷 32 
脱 	毅 	調 	整 l 日 当 り 賄 な し 2,500 	2.400 

朋
  

りんご男足（特技者を除く） 1 日 当 り 賄 な し 3. 	200 

り ん ご 人 工 交 配 . 2. 	300 I 	2. 	300 
り 	ん 	ご 	摘 	果 . 2,300 	1 I 	2.300 
り 	ん 	ご 	袋 	掛 1 日当り能力3.500枚 1,900 	ー - 	2,400 
同 	 上 1 	杷 5 0 
り ん ご 薬 剤 撤 布 ~ 日 当 り 賄 な し 2, 400 2. 	300 
り 	ん 	ご 	収 	獲 ク 2. 	100 2, 	100 

一 	般 	農 	作 	業 ' 2. 400 2. 	100 

▽耕転機等賃料 

機械
8リ 作 業 別 50年度標準額 

耕
 
転
 
機
 

田 打 砕 き 10 	‘ 	当 	り 3, 4 0 OH 
畑 打 砕 き . 3, 300 
田 荒 し ろ か き (2回） 2. 800 
田 植 し ろ か き (2回） 2. 	500 
耕 起 よ り し ろ か き 10 	a 	当 	り 8, 	100 

全 自 動 脱 穀 機 1 日当り人 1 人付 12. 	500 
ノ《 イ ン ダ 一 糸持 10 a 当 り 7. 	200 
草 刈 機 1 	日 	当 	り 6. 	700 
ノ、 一 べ ス タ ー 人付 10 a 当 り 4, 700 
コ ン バ イ ン ' 12. 	000 

転機等借料 
機 粗 50年度標準額 

耕、 転 機 1 日 当 り 7,800円 
脱 ＼ 穀 機 （全 自 動） . 7・ 800 、 

オ 
	

レ ー タ 等 の 賃 金 
	

1 日当り 
	

4.300円 1 時間当り 630円 



計量器 （はかり） の定期検査 
月 日 時 	間 検 査 場 所 	 区 	 壌 

5 月 6日 iO: 00-12: 00 市毘沙門支所 	毘 沙 門 支 所 管 内 

5 月 6日 13: 00~is: 00 	う 飯詰支所 	飯 詰 

5 月 7日 iO: O0-15: 00 市農協三好支所 

5 月 8日 iO: 00~li: 00 市中川 支所 

5 月 8 日 13: 00-16:00 松島第→農協 	松 島 

5 月 9 日 iO: oo~i2: 00 市農協栄支所 	栄 

5 月 9日 13: OQ-15】 00 市長橋支所 	長 橋 	 ク 

5 月10日 	出 向 て 検 査 	 所 在 場 所 

5 月12日 iO: oo~i2: 00 市七和支所 	七 和 支 所 管 内 

5 月12日 13: 00--15: 00 	ク 梅沢支所 	梅 	沢 	支 	所 

飯

一ニ
 中
 
松
 

長
 

在
 
支
 

詰
 
好
 
川
 
島
 

橋
 

ー
 

。
 

。
 
ク
 

栄
 

所
 

み
 
ク
 

管
 

所
 
内
 

場
 

和
 

所
 

5月13日 10: 00Is: 00 市民文Iヒ会館点轟認器鷺器 

5111411 	み 	 。 	寺町、大町、東町、旭町、本町、岩木 

町、川端町．布屋町、弥生町、小曲 

5り1511 	う 
	 り 	栄町、田町、蓮沼、元町、柳町、祈町 

鎌谷町、官公庁，学控 

中
 
り
 

う
 

仲
間
の
霊
に
最
敬
礼
 
し
よ
り
が
集
ま
 

っ
て
開
か
れ
ま
 

、
 

 
，
 

運
動
に
呼
応
し
さ
る
四
月
ニ
十
 

り
を
め
ざ
し
働
く
若
者
た
ち
で
 

③
 

五
所
川
原
青
年
ク
ラ
プ

（藤

森
健
悦
会
長
）
は
、
市
の
緑
化
 
 

日
、
市
内
飯
詰
に
あ
る
勤
労
青
 

つ
く
っ
た
奉
仕
活
動
グ
ル
ー
プ
。
 

こ
の
日
は
、
職
場
が
休
日
の

若
者
二
十
五
人
ほ
ど
が
参
加
、
 

ク
ラ
プ
で
購
入
し
た
と
い
う
、
 

吉
野
、
八
重
桜
五
十
本
を
セ
ン

タ
ー
運
動
場
の
周
り
に
植
え
穴

を
堀
っ
た
り
支
柱
を
た
て
次
々

植
え
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
佐

々
木
市
長
も
途
中
か
ら
駆
け

つ

け
、
植
樹
に
ワ
ク
入
れ
し
た
あ

と
、
若
者
た
ち
と
一
緒
に
支
柱

立
て
な
ど
を
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

し
た
。
 

総
会
の
初
め
に
、
長
生
会
が

結
成
さ
れ
た
三
十
八
年
以
降
亡

く
な
っ
た
仲
間
十
二
人
の
霊
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
が
、
 

伊
藤
会
長
が
ラ
ッ
パ
片
手
に
旧

軍
隊
の
“
最
敬
礼
一
奏
曲
を
吹

奏
し
、
 一
同
は
亡
き
ク
ラ
ブ
員

の
霊
に
頭
を
垂
れ
て
い
ま
し
た
。
 

重
度
心傷
者
 
医
療
費

受
給
者

証
 

受
付
け
て
お
り
ま
す
 

市
で
は
、
四
月
一
日
か
ら
在
 

宅
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
 

の
無
料
制
度
を
実
施
し
受
付
中
 

中
小

企
業
近
代
 

化
資

金
説

明
会
 

県
で
は
、
五
十
年
度
の
中
小

企
業
設
備
近
代
化
資
金
貸
付
制

度
と
設
備
機
械
類

貸
与
お
よ
ぴ

下
請
あ
っ
せ
ん
制
度

の
説
明
会

を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
。
 

▽
と
き
 
五

月
十
ニ
日
（
月
 

）
午
後

一
時
か
ら
 

▽
と
こ
ろ
 
五
所

川
原
商
工

会
議
所
 

▽
説
明
者
、
県
商
工
課
、
県

中
小
企
業
振
興

公
社
 

で
す
。
 

対
象
者
は
、

市
内
に
住
み
、
 

住
民
登
録
を
し

て
い
る
者
で
、
 

各
種
社
会
保
険
に

規
定
す
る
被

保
険
者
、
ま
た
は
被
扶
養
者
で

あ
り
、
身
体
障
害
者

手
帳
を
所

持
し
て
い
る

一
級
ま
た
は

二
級

に
該
当
す
る
者
と
愛
護

手
帳
を

所
持
し
て
い
る
精
薄
者
で
知
能

指
数
三
十
五
以
下

の
者
で
す
。
 

（
た
だ
し
、
い
ず
れ
の
場
合
も

老
人
医
療
費
受
給
者
証
の
持
参

者
、
お
よ
び
生
活
保
護
者
は

除

き
ま
す
）
 

な
お
、
愛
護
手
帳
を
所
持
し

て
い
な
い
在
宅
精
薄
者
は
、
早

急
に
市
福
祉
事
務
所
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他
議
細
に

つ
い
て
も
同
所
福
祉
係
！
（
内線

一
一
六1ニ
番
）
に
お
問
い
あ
わ
せ

く
だ
さ
い
。
 

吹
畑
学
区
老
人
ク
ラ
ブ
長
生

会

（
伊
藤善
吉
、
毛
内
勝
次
郎

会
長
）
の
総
会
は
、

こ
の
ほ
ど

老
人
憩
の
家
に
八
十
人
の
お
と
 

ノーどうぞご利用をー― 
Z―ー勤労青少年体育センター（飯詰）ン 

この施設は、働く青少年の体位の向上と、心身の鍛練をはか

るため、雇用促進事業団と市が建設したものです。52年、あす

なろ国体も迫っております。青少年の明日への夢と希望を養う

ため大いに活用してください。 

利用される皆さんノ、 

△利用者は 勤労青少年を対象とします。ただし、市長がと

くに認めた場合はこの限りではありません。 

△お申込みは 申込書と同時に使用料を納付し、市商工観光

課へ 

△使用料は ひとり1回こども10円、おとな20円。 

なお、体育センターには、平常職員がおりませんので、連絡

は市商工観光課へ（電話、内線229番）。 

利
用
を
待
っ
て
い
る
体
育
セ
ン
タ
ー
 

麟
 少

年
体
育
セ
ン
タ
ー
に
サ
ク
ラ
 

の
苗
木
五
十
本
を
植
え
ま
し
た
。
 

青
年
ク
ラ
ブ
は
、
 一
昨
年
、
 

生
き
が
い
あ
る
地
域
社
会
づ
く
 



上
 
中
 
老
 下
 
さ
 
敷
 
離
 東
 
大
 

町
 
町
 
ム
 
町
 
町
 町
 

井
 
井
 
一
 井
 
き
 

免
除
は
早
め
に
 

家
計
が
苦
し
か
っ
た
り
、
失

業
や
災
害
な
ど
の
た
め
、
保
険

料
を
納
め
た
く
て
も
納
め
ら
れ

な
い
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
 こ
の

よ
う
な
人
は
、

一
時
保
険
料
の

納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
 

か
け
金
の
免
除
を
さ
れ
る
方

法
に
は
、
国
民
年
金
の
障
害
年

金
や
母
子
福
祉
年
金
な
ど
を
う

け
て
い
る
と
き
、
生
活
扶
助
を

う
け
て
い
る
と
き
に
は
、
そ
の
 

こ
と
を
届
け
る
だ
け
で
免
除
さ

れ
る
方
法
と
、
か
け
金
を
納
め

る
こ
と
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

と
き
に
、

そ
の
こ
と
を
申
請
し

て
県
知
事

の
承
認
を
う
け

て
免

除
さ
れ
る
方
法
と
が
あ
り
ま
す
。
 

こ
と
し
は
生
活
が
苦
し
く
て

ど
う
し
て
も
か
け
金
を
納
め
ら

れ
な
い
、
と
い
う
人
は
早
め
に

市
健
康
年
金

課
国
民
年
金
係
へ

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
 

持
参
さ
れ
る
も
の
は
印
鑑
と

納
入
通
知
書
。
 

広
報
紙
の
早
期
配
布
に
ご
協
力
願
い
ま
す
 

(0．総記） 

時事通信 社

県 統 計 課

河北新 報 社

小 学 館

文 化 庁

北海道広報社

山形県立図書館

小 学 館 

50 年版時事年鑑

青森県統計年鑑 

50 年版河北年鑑

学 習 百 科 事典

著作権関係法令集 

50年版北海道自治年鑑

図書 年目録（ 1) 
学 習 百 科 事 典 

49 時事通信社 

49 青 森 県 

49 河北新報社 

49 小 学 館 

49 文 化 庁 

49 北海道広報社 

49 
49 

小
 
文
 

学
 

5
0
 

(I.哲学） 

キャサリン・マーシャル 愛 は い ず こ に

聖 教 新 聞 社 仏 法 入 門

三 浦 朱 門 すごい自分だめな自分‘冴究 

与 津 軽 霊 界 下 界 

志 ァフリカの宗教と心 

蔵 葛西善蔵全集（ 1~5) 
創価学会出版部 日運大聖人御書要文集

朝 日 新 聞 社 朝日現代用語事典

稲 垣 足 雄 男性における道徳

シ ュヴアイツアー 
 シュヴアイッ（7-  f)i

20) 
池 田 大 作 中国の人間革 命

古 典 を 語 る

生命のドラマ法華経

創価学会の理念と実践

天理教年鑑 50年版 

村 上 重 良 ほんみち不敬事作 

門
 
与
 
志
 

49 日本教文社 

49 聖教新聞社 

49 青 春出版 

49 北の街社 

49 聖教新聞社 

49 文泉堂書店 

49 教 学 部 

49 朝日新聞社 

49 中央公論社 

49 白 水 社 

49 毎日新聞社 

50 潮 出版社 

49 祥 伝 社 

50 第 3 文明社 

50 
49 講 談 社 

大
 
多
 
葛
 

武
 
善
 

高
 

田
 
西
 

新着図書のご案内 

／
寄
付
金
に
お
礼
／
 

生
活
環
境
 

4
 

パ
ト

ロ
ー
ル
本
部
 

叫

わ
か
ノ

住
み
よ
い
 
ん
く

環
境
づ
く
り
に
 
で
 

宮
川
氏
十
万
円
寄
付
 

市
内
大
町
で
、
婦
人
洋
品
店

を
営
む
、
宮
川
健
三
郎
さ
ん
か

ら
こ
の
ほ
ど
市
教
育
振
興
会

へ

現
金
十
万
円
を
贈
呈
。
 

こ
れ
は
、
宮
川
さ
ん
ご
夫
妻

の
結
婚
三
十
五
年
を
記
念
し

て

よ
せ
ら
れ
た
も
の
。
 

開
院
記
念
に
五
万
円
 

市
内
大
町
で
、
雑
貨
商
を
営

ん
で

い
る
小
野
雄
蔵
さ

ん
の
弟

小
野
勢
津
男
さ
ん
は
、
盛
岡
て

外
科
病
院
を
開
院
す
る
に
あ
声

り
、
市
教
育
振
興
会

へ
現
金
h
 

万
円
を
寄
付
さ
れ

ま
し
た
。
 

高
橋
さ
ん
五
千
円
寄
付
 

市
内
野
崎

の
高
橋
豊
次
郎
さ

ん
は
、
か

い
ど
う
児
童
館
父
母

の
会
に
現
金
五
千
円
を
寄
付
。
 

結核検診を受けよう 

地 区 名 月 日 

錦町、幾島町 5 月261] 
末広町、柏原町 

田 町 5月27日
雲 町 （火） 

町、 旭町 

布屋町、東町 

弥 生 町 

ーツ谷、鳥森 

鎌 谷 町 

田 町、 栄町 5月28日 

岩木町，本町‘ 

川端町、寺町 

新 町、 柳 町

成 田 町 

元 	 町

平和町、日ノ出町 

湊 団 地1 
湊 	」 

松 島 町‘ 

1 丁目、 2 丁目 

*7丁目、8丁目 

'4丁目、 	, 
5 丁目、 6 丁目‘ 

場 所 時 間

錦 町 集 会 所 9.30- 10.00 
五所川原保健所前 10. 10--. 10．如

三井生命附近 10.50-il.加
五所川原小学校前 11ぶ}-12.叩
老人ホ ー ム前 13.00-13.30 
寺田三次郎宅前 13.40-14.10 
和 田 新 宅 前 14.20-14.50 
敷 島 分 院 前 15.00-15.30 

元＋三干拓事務所前 9.30-10.10 
岩谷 勇宅附近 10.20-li .00 
五所川原郵便局附近 11.10-11.50 
西北病院附近 13.00-13.40 

西北病院う ら 13.50-14.加 

山 上 商 店 前 14.30-15・10 

白 衣 神 社 前 9.30-10.10 

市民文化会館前 10.20- 11.00 

永福神社入 口 l1.10-11.50 

第 I 高 校 前 13.00-13.40 
平和町集会所前 13.50-14.30 

湊団地集会所 1‘・40-15.加 

木村昂悦宅前 9.30-10.10 

菊地理容所前 10.20-11.00 

毛 内 商 店 前 11.10-12.00 

平
 
平
 
人
 
平
 
つ
 

ホ
 

島
 
田
 
雲
 

l 

・
 

田
 

川
 
種
 
新
 
全
 

団地管理事務所前 13.00- 13. 40 
前 田 商 店 前 13.50- 14加 

川 山、 中 泊 5月30日 中 川 支 所 前 9.30-10.10 
種 	 井 （金） 種井公民館 前 10.30-11.00 
新 宮 団 地 	4 	団地県営集会所前 11.20-12.00 
全 	 ・ 	団地森 ノ家前 13.叫-13.40 
新宮町、中川新宮 ‘ 新宮公民館前 14.00-14.40 

山
 

丁

調
 
中
 

団
 

3
園
 

ー
 
宮
 

目
 
布
 
泊
井
 
地
 

①

、
 

四
月
は
、
軽
自
動
車
税
。
五
月
は
、
市
県
民
税

（特
別
徴
収

分
）
、
固
定
資
産
税
。
六
月
は
、
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
分
）
 

七
月
は
、
国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
が
発
行
さ
れ
ま

す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
 

《
・
 
彰
さ
れ
ま
し
た
c
 

曜
，
 
▽
東
北
郵
政
局
保
険
部
長
 

感
謝
状
 

旭
町
簡
保
貯
蓄
組
合

（代
表

者
天
内
福
松
）
、
保
険
愛
好
者

組
合

（代
表
者
外
崎
清
七
）
、
 

鎌
谷
町
保
険
組
合

（代
表
者
猪

口
兼
三
郎
）
、
幾
島
町
簡
易
貯

蓄
組
合
（
代
表
者
川
浪
昭
二
）
 

老
人
福
祉
対
策
の
一
環
と
し

て
、
資
金
貸
付
制
度
の
要
綱
の

一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
し
た
。
 

▽
貸
付
対
象
者
 

こ
と
し
四
月
一
日
現
在
で
満

八
十
歳
以
上
の
者
（
明
治
二
十

八
年
四
月

一
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）
 

▽
貸
付
額
面
と
金
額
 

こ
と
し
八
月
十
五
日
以
前
の

申
込
み
に
係
る
貸
付
額
は
、
国

債
額
面
が
十
六
万
円
券
以
上

の
 

さ
る
一
月
か
ら
三
カ
月
間
お

こ
な
わ
れ
た
、
 
「明
る
い
く
ら

し
の
設
計
簡
易
保
険
新
加
入
運
 

で
あ
る
こ
と
。
 

額
面
十
七
万
円

万

一
千
円
 

額
面
十
六
万

円

万
八
千
円
 

ぞ
れ
貸
付
額
と

す
』
 

一
 
・
 
八

月
十
六
日
 

》
！“
，
 

以
降
の
申
込
み

裂
わ
る
 
の

と
き
は

国
債
額
面
十

七
万
円
券
は
三
万
四
千
円

国
債
額
面
十
六
万
円
券
は

三

万
二
千
円
 

が
そ
れ
ぞ
れ
貸
し
付
け
ら
れ

ま
す
。
貸
し
付
け
希
望

の
方
は

市
社
協
（
市
福
祉
事
務
所
内
）
 

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
 

保
険
部
長
 

旭
町

簡
保

組
合
な
ど
 

五
団
体
に
 
動
」
で
、
次
の
団
体
が
表
 

引
揚
高
齢
者
に

対
す
る

鷺

貸
付
け制
度
変
わ
る
 

市
役
所
保
険
組
合

（代
表
者
今

実
）
 

▽
五
所
川
原
郵
便
局
長
報
労

賞
 川

端
町
簡
易
保
険
組
合
（
代

表
者
山
谷
石
蔵
）
、
飯
詰
簡
易

保
険
組
合
（
代
表
者
船
水
信
一
 

）
、
婦
人
会
保
険
組
合

（代
表

者
林
た
よ
）
、一
丁
目
簡
保
愛
好

会
（
代
表
者
鶴
谷
と
し

）
、
弓

道
会
簡
易
保
険
組
合

（代
表
者

鎌
田
嘉
兵
衛
）
 


